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第
15
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
会
議
※

が

開
催
さ
れ
ま
し
た

国
際
労
働
機
関（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）は
12
月
４
日
か
ら
７
日
ま

で
第
15
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
会
議
を
京
都
市

で
開
催
し
、
38
か
国
、
４
１
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
か
ら
は
小
宮
山
洋
子
厚
生
労
働
大
臣
を
は
じ
め
と

す
る
政
労
使
代
表
団
が
参
加
し
、
会
議
初
日
で
あ
る
４

日
に
は
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
が
特
別
演
説
を
行
い

ま
し
た
。
７
日
に
は
参
加
し
た
各
国
政
労
使
に
よ
っ
て

結
論
文
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
政
府
は

会
議
期
間
中
の
５
日
に
厚
生
労
働
大
臣
特
別
セ
ッ
シ
ョ

ン「
自
然
災
害
危
機
対
応
～
雇
用
政
策
を
中
心
に
～
」を

開
催
し
、
牧
義
夫
厚
生
労
働
副
大
臣
が
自
然
災
害
に
対

応
す
る
た
め
の
雇
用
政
策
に
つ
い
て
の
教
訓
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。
こ
の
教
訓
は
会
議
の
結
果
報
告
の
添
付

文
書
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

開
会
式
冒
頭
、
開
催
国
と
し
て
小
宮
山
洋
子
厚
生
労

働
大
臣
が
会
議
の
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
小
宮
山
大

臣
は
、
議
長
挨
拶
に
お
い
て
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る

参
加
各
国
か
ら
の
支
援
に
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

１
９
９
９
年
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
で
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
提
唱
し
て
以
来
、
こ
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
き
た
フ
ア
ン
・
ソ
マ
ビ
ア
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
敬
意
を
表
し
、
日
本
と
し
て
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
実
現
へ

の
貢
献
を
誓
い
ま
し
た
。
ま
た
、
野
田
佳
彦
内
閣
総
理

大
臣
が
特
別
演
説
を
行
い
、
国
内
の
「
分
厚
い
中
間
層
」

の
復
活
に
向
け
た
取
組
を
端
緒
と
し
て
、
す
べ
て
の

人
々
が
希
望
と
誇
り
を
抱
く
こ
と
の
で
き
る
ア
ジ
ア
太

平
洋
の
地
域
づ
く
り
に
各
国
と
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢

を
示
し
ま
し
た
。

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
を
伴
う
持
続
可
能
な
未
来
の
構
築
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
事
務
局
長
報
告
を
も
と
に
、
各
国
政
労
使
に
よ

る
演
説
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
別
分
科
会
と
し
て
、
以
下
の
３
つ
の
テ
ー
マ

で
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

分
科
会
Ⅰ	

マ
ク
ロ
経
済
政
策
、
雇
用
政
策
、
社
会

的
保
護
政
策
の
調
整

分
科
会
Ⅱ	

生
産
的
な
雇
用
、
持
続
可
能
な
企
業
、

技
能
開
発

分
科
会
Ⅲ	

労
働
に
お
け
る
権
利
と
社
会
対
話

日
本
政
府
か
ら
は
、
牧
義
夫
厚
生
労
働
副
大
臣
が
分

科
会
Ⅱ
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
、
雇
用
の
質
の

向
上
に
向
け
た
日
本
の
取
組
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る

就
労
支
援
の
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
牧
副
大

臣
は
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
促
進
の
た
め
の
対
策

に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
各
国
の
事
情
を
踏
ま

え
た
対
策
を
取
る
べ
き
で
あ
り
、
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
に
応
じ
た
最
適
な
対
策
を
取
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
、
今
後
も
議
論
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
旨
発

言
し
ま
し
た
。

日
本
政
府
は
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
自
然
災

害
の
多
い
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
各
国
が
被
災
地
の
雇

用
問
題
に
つ
い
て
経
験
を
共
有
し
合
い
、
今
後
の
雇
用

政
策
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
自
然
災
害
危

機
対
応
～
雇
用
政
策
を
中
心
に
～
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

会
議
の
概
要

開
会
式（
全
体
会
合
）

全
体
会
合（
会
議
２
日
目
及
び
３
日
目
）

分
科
会

日
本
政
府
主
催

厚
生
労
働
大
臣
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
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特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
東
日
本
大
震
災
に
係
る
雇
用
対
策
に
つ
い
て
牧
義

夫
厚
生
労
働
副
大
臣
が
基
調
講
演
を
行
い
、
サ
ラ
ザ
ー

ル
・
キ
リ
ナ
ッ
ク
ス
Ｉ
Ｌ
Ｏ
雇
用
総
局
長
、
パ
ダ
ン
チ
ャ

イ
・
タ
イ
労
働
大
臣
、
サ
ジ
ッ
ド
・
ナ
エ
ー
ム
・
パ
キ

ス
タ
ン
自
然
災
害
対
応
庁
長
官
、
フ
ィ
ル
・
オ
ラ
イ

リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
事
務
局
長
、

南
雲
弘
行
連
合
事
務
局
長
ら
５
名
の
政
労
使
及
び
Ｉ
Ｌ

Ｏ
か
ら
の
代
表
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
災
害

対
応
に
係
る
雇
用
対
策
の
経
験
を
発
表
し
ま
し
た
。
ア

ジ
ア
地
域
に
豊
富
な
知
見
を
有
す
る
道
傳
愛
子
Ｎ
Ｈ
Ｋ

解
説
委
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
司
会
・
進
行

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ア
ン
・
ソ
マ
ビ
ア
Ｉ
Ｌ
Ｏ

事
務
局
長
、
山
本
幸
子
Ｉ
Ｌ
Ｏ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
総

局
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

牧
副
大
臣
は
、
基
調
講
演
に
お
い
て
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
に
お
け
る
雇
用
状
況
及
び
「
日
本
は
ひ
と
つ
」

し
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
説
明
し
、
被
災
地
に

お
け
る
雇
用
対
策

を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
復
興
・

復
旧
に
お
け
る
安

全
衛
生
の
確
保
の

重
要
性
な
ど
に
つ

い
て
も
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

各
パ
ネ
リ
ス
ト

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

パ
ネ
リ
ス
ト
間
の

質
疑
応
答
、
会
場

か
ら
の
質
問
に
対

す
る
回
答
及
び
フ
ロ
ア
と
の
討
議
を
経
て
、
牧
副
大
臣

が
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
果
物
と
し
て
自
然
災
害
に
対
応
す

る
た
め
の
雇
用
政
策
に
つ
い
て
の
教
訓
を
取
り
ま
と

め
、
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

◦
自
然
災
害
に
対
応
す
る
雇
用
政
策
は
、
失
業
状
態

に
対
す
る
緊
急
的
支
援
に
加
え
、
被
災
者
の
生
活

を
中
期
的
に
支
援
し
、
雇
用
を
確
保
・
維
持
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
立
的
な
生
計
を
回
復
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

◦	

被
災
者
の
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
公
共
職
業
安

定
組
織
に
よ
る
求
人
開
拓
・
職
業
紹
介
サ
ー
ビ
ス
、

復
興
需
要
や
求
人
を
踏
ま
え
た
職
業
訓
練
が
提
供

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

◦	

自
然
災
害
に
対
応
す
る
雇
用
政
策
は
、
必
要
な
と

き
に
速
や
か
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
準
備
が
さ
れ

て
い
る
べ
き
で
あ
る
。
平
時
に
雇
用
労
働
政
策
や

社
会
的
保
護
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ

を
有
事
に
応
用
す
る
こ
と
で
ダ
メ
ー
ジ
を
軽
減
で

き
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

◦	
復
旧
復
興
工
事
で
は
、
適
切
な
労
働
災
害
防
止
対

策
が
採
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
被
災

者
を
雇
用
す
る
場
合
は
、
被
雇
用
者
に
労
働
安
全

衛
生
に
関
す
る
十
分
な
知
識
が
な
い
こ
と
を
前
提

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
会
議
は
、
12
月
７
日
に

結
論
文
書
及
び
結
果
報
告
を
採
択
し
、
４
日
間
の
日
程

を
終
え
ま
し
た
。
結
論
文
書
で
は
、
そ
の
冒
頭
で
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
立
ち
直
り
つ
つ
あ
る
日
本
国
民
に
対

し
敬
意
が
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
国
民
、
特
に
被

災
者
の
人
々
へ
の
連
帯
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

会
議
の
京
都
開
催
に
対
す
る
感
謝
や
野
田
総
理
大
臣
の

演
説
に
対
す
る
謝
意
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
政
策
面

で
の
内
容
と
し
て
は
、
前
回
の
会
合（
２
０
０
６
年
）以

降
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
政
策
の
進
展
と
今
後
取

り
組
む
べ
き
課
題
を
明
確
化
し
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
を
推
進
す
る
た
め
の
各
国
国
内
政
策
の
優
先
課
題
と

Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
取
組
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
政
府
主
催
厚
生
労
働
大
臣
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
教
訓
が
、
結
果
報
告
の
添
付
文
書
と

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
会
議
を
日
本
で

開
催
で
き
た
こ
と
は
、
当
該
地
域
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
の
実
現
に
向
け
た
大
き
な
国
際
的
貢
献
で
あ
る

と
同
時
に
、
震
災
か
ら
復
興
し
よ
う
と
し
て
い
る
日
本

の
姿
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
重
要
な
機
会
に
な
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
政
府
主
催
厚
生
労
働
大
臣
特
別
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
日
本
の
東
日
本
大
震
災
で
の
経
験
を
含
め

議
論
を
行
い
、
教
訓
を
取
り
ま
と
め
た
こ
と
で
、
自
然

災
害
の
多
い
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

閉
会
式

最
後
に

※	

Ｉ
Ｌ
Ｏ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
会
議
は
、
お
お
む
ね
４
年
に
１
度
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
加
盟
国
の
う
ち
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国（
43
か
国
）の
政
労

使
の
代
表
が
出
席
し
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク（
働
き
が
い
の
あ

る
人
間
ら
し
い
仕
事
）達
成
の
た
め
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
活
動
に
関
わ
る
課
題

を
幅
広
く
議
論
し
、
今
後
４
年
間
の
当
該
地
域
の
活
動
の
方
向
を

決
定
す
る
も
の
で
す
。

注
記
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